
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 7年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 Vivid Opera Tokyo

1 事業の成果
本年度は、高校生向け芸術鑑賞プログラムヘの運営スタッフ派遣、およびプロのオペラ歌手に向けたワ

ークショップを実施し、クラシック音楽を中心とする芸術文化の振興とオペラ文化の発展に大きく貢献

した。

特に後者のワークショップにおいては、これまで重要視されることの少なかつたオペラ歌手の「歌唱力

以外の能力向上」(身体表現や感情面へのアプローチ等)に焦点を当てた実践的なトレーニングの場を提

供した。これにより、オペラの舞台を創出する歌手自身の魅力を底上げし、業界全体としてより高い芸

術性を持った上演の実現に寄与する確かな成果を上げた。

これらの事業を通じ、次世代への教育支援とプロフェッショナルヘの研鑽の場を両輪として機能させ、

社会における芸術文化の裾野拡大という当法人の目的を力強く推進する結果となった。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 175 】千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数
f夢暮
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

自主公演事業 特に実施 しなかった。 0

福祉・教育施

設での演奏会

やワークショ

ップの開催に

よる文化・芸

術の教育・社

会貢献事業

運
楽
家
す

営スタンフを派遣し、
家をはじめとする芸
と高校生の交流を支
る活動を実施した。

」こ
日

術
援

2025‐lF 9

月 28日

～ 12月

21 日

都内各会

場
5人

プログラム

に参加 した

高校生
不明 51

音楽家及び音
楽関係団体の
音 楽 技 術 向
上、及び交流
を支援する事
業

オペラそのもの
向上させること
文化の振興に寄
め、プロのオペラ
術向上を図るワ
ップを実施した。

の魅力
でオペ

を

与す
歌手
―ク

る
フ
た
の技
ン ヨ
随時

都度決め

る
5人 申込者

1回あた
り 4～ 17
人、延ベ

40人 程
度

124

音楽芸術に関
する情報の収
集及び交換を
行い、音楽芸
術活動の活性
化を図る事業

一般社団法人 EPADに よる
舞台芸術のデジタルアー
カイブ事業「EPAD」 に 2024
年度主催公演の映像を出
品し、採択された。

オンライ

ン上
1人
アーカイ

ブ視聴者
不明 0



(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)
定歌 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

物品の製作・販

売

特に実施しなかった。

0

ホームページ

等各種 Web媒

体への広告掲

載事業

特に実施しなかった。

0



書式第 14号 (法第 28条関係)

令和 7年度 活動計算書 (その他事業がb登場合)
事 業 報 告 用

特定,■■洒0ま人 Vivid O"ra 10kyo
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■設等受入r“

`
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受
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■取助成全

4 ●●●●
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'楽

蒙及0市楽関係11体の
「
Ⅲ技術n」_及び交流を支掟する

'夫
収4

1モ六侑に日|る情■め取

“

及び交換を行い.ド■パ脩活動の嬌i化を国るⅢ■収4

S モ●●の収薔
受取利t

(1)人 件■
臨時屁贅●

役員■輌
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用

福利
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(2)その●●■
会議貴

旅貪交通費
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米道光熟費
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“
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地代夕

“
旅費交通費

崚

“

償却費

支払報國・ ■数料

受収利t
摯収入

支払和忠

災古楓央
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和 7年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 Vivid Opora Tokyo

科 目 金  額 小計・合針

392,248

0

0

392.248

392,248

【A】 資 産 の 部

392.248【A】 資 産 合 計 ①+②

5,000

70,000

75.000

75.000

2,550,000

2.550,000

2.550,000

2.025,000

【B-1 の

負 債 合 計 ③+④

-2. ,||,7.(,17

374,865
-2,232,752

aB- z 正 の

正 味 財 産 合 計

392.248【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

(2)無形固定資産
ソフトウェア

借地権

(3)投資その他の資産
敷金

長期貸付金

現金預金

未収金

棚卸資産

(1)有形固定資産
車両運搬具

什器備品

2

未払金

預り金

前受金

長期借入金

退職給付引当金

2

当 正



6 8

重要な会計方針

計算書類の作成は、烙0法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NЮ法人会計基準協議会)
Iこ よっています。
(1' 欄卸資産の評価基準及び評価方法

原価法及び総平均法によつています。

(2)固定資産の減価償却の方法
車両運搬具及び什器備品の減価償却は定串法によつています。

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

令和 7年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 Vivid Opera TokyO

2. 事業別損益の状況

3. 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

管理部円 合計科 目
自主公演事

業

福祉・教育

施設での演

奏会やワー

クショップ

にの開催に

よる文化・

芸術の教

育・社会貢

献事業

音楽家及び

音楽関係団

体の音楽技

術向上、及

び交流と活

動を支援す

る事業

音楽芸術に

関する情報

の収集と発

信及び交換

を行い、音

楽芸術活動

の活性化を

図る事業

物品の製

作・販売事

業

ホームペー

ジ等各網諄eb

媒体への広

告掲載事業

事業部門計

832,400 832,400167,400 643,(XX) 22,CЮ 0

643.∝Ю 832.400 802,400167,400

79,250 71,600 150,850 150,850

71.600 150,850 150,85079,250

38,307

5,280

14,∝Ю

αЮ

14.000

38,007

5,940

9,680

143,440

4,4∞

38.307

9,680

149,380

4,400

14.000

43.587 14.“0 58,247 157.520 215,767

122.837 86.2∞ 209,097 157.520 366.617

44.563 556.740 22.0()0 623.003 ―lう「,520 465,783

I 経常収益
l.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4 事業収益
5 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費
臨時雇賃金

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
会議費

旅費交通費

施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

会場費

交際接待費

支払報酬・手数料

その他屋費計

経常費用計

当期経常増減額

■■■■‖■■■■ ■■■■

■■■■

■■■■
■■■■
■■■■

■■■■|■■■■‖■■■■|
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

内容 金額 算定方法

円 )



使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は▲2,232,752円 ですが、そのうち0円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は▲2,232,762円 です。

5. 固定資産の増減内訳

6. 借入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の検分方法

各事業の経費及び事業と管理費に共通する経費のうち、賃借料、支払報酬 。手数料についてlt従事割合に基
j́き按分しています。

期末残高 備 考内容 期首残高 当期増加額 当期減少額

合 計

翔未帳●価額翔首取得価憲 取得 減少 期末取得価額 諄価償却栞計額科 目

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計 ■■■■‖■■■■

期末残高期首残高 当期借入 当期返済科 目

5α .(XЮ ヨⅨ).(XК

450,000 2.550,0∞3,0∞ ,∞C
2.550.0003.500.0(X, 950,000

短期借入金

長期借入金

合計

内、役員と

の取引

内、近親者

及び支配法

人との取引

科 目

計算書類に

計上された

金額

2.550,OЮ 0

5,∝Ю

70,000

2,625,Oα)

(活動計算書)

受取会費

受取寄付金

受取助成金

活動計算書計

(貸借対照表)

長期借入金

前受全

未払法人税等

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和7年度 財産目録
事 業 報 告 用

|1定非書和層●法人 Vivid Opere Tolyo

■ 目 全  ロ ●  ■ 合  計
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未収0

●卸資″

10,051:

380.277:

1.920:

て,)●3■定賣産
,由運搬丼
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`口
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ソフトウェア

オペレーションシステム
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壼奎

夏全輌全
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,5.01)0

75,11)0
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`"鰤
全

0
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2

1

【亀三」

人払全

人払法人税,

輌り全

前受●
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日本政策全腱公‖

0

70.000

5.000

2.550.000
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書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和7年度年間役員名簿 (口亭■年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所菫

びにこれらの者についての口事拿年度における●日の有■を●●した名簿)

盤主主営」量動量込Vivid堕aT生迎

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

口以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
●各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏    名

1 藍事

′ヽナワ ショウヘイ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月  日

年:   月   日塙 翔平

2 ・監事

シ ス フ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月  日

年  月  日清水 史

3 監事

11"+ ?f, 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年 月

月

日

日年鈴木 麻由

4 r理事ノ・監事
｀グ

テラタ
゛
 シ
ヾ
ョウシ
｀

令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年1   月   日

年  月  日寺田穣二

5

′´ヽ

り
・監事

アヘ・ ナオ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年 月

月

日

日年阿部 奈緒

6 理事

タケウチ アツシ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月  日

年 月 日竹内 篤志

7 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年   月  日

8 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

9 理事・監事
年  月  日

年 月 日

年  月  日

年 月 日

10 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年   月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

"
キ鸞利后●法

氏   名

1

塙 翔平

2
清水 史

3
鈴木 麻由

4
寺田 穣二

5
阿部 奈緒

6
竹内 篤志

7
溝口 優

8
福島 千尋

9
柏木 恒希

10
青木 ゆり

11

小野 啓太

12




